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1 極限 lim
(x,y)→(0,0)

x2 − y2

x2 + y2
を求めなさい.【5点】

2 次の関数 f(x, y) について, 2次までの偏導関数をすべて
求めなさい.【各 5点】

(1) f(x, y) = x3 − 2xy2 + 3y3

(2) f(x, y) = sin(x+ y)

以下は 2.024 × 2.993 の近似値を計算する方法について
述べた文である. 空欄に当てはまる最も適切な数または
式を解答欄に書きなさい. 【10点】
　 f(x, y) = (1) とおくと,

2.024 × 2.993 = f(2 + (2) , 3 + (3) )

である. z = f(x, y) の全微分は

dz = (4) dx+ (5) dy

であり, これは独立変数 x, y の変化量がそれぞれ dx, dy

のときの z の変化量を表している. x = 2, y = 3, dx =

(2) , dy = (3) とすると,

dz = (6)

となるので, 次の近似値

2.024 × 2.993 ! (7) + (6)

が得られる.

（解答欄）
(1) 　　　　　　　　　 (2) 　　　　　　　　　

(3) 　　　　　　　　　 (4) 　　　　　　　　　

(5) 　　　　　　　　　 (6) 　　　　　　　　　

(7) 　　　　　　　　　

（計算欄）
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3 x2 + 2xy − y2 = −8の陰関数を y = f(x) とする. この
とき, 以下の問に答えなさい. 【10点】

(1) f(x) の導関数 f ′(x) を求めなさい.

(2) f ′(a) = 0 を満たす x = a と, b = f(a) の組 (a, b)

をすべて求めなさい.

(3) f ′(a) = 0 を満たす x = a に対し, f ′′(a) の符号を
調べ, b = f(a) が極大値か極小値か, またはそのど
ちらでもないか判定しなさい. ただし, F (x, y) = 0

の陰関数の 2階導関数が

y′′ = −Fxx(x, y) + 2Fxy(x, y) y′ + Fyy(x, y)(y′)2

Fy(x, y)

となることを用いてよい.

4 関数
f(x, y) = x2 − xy + y2 + 2x− y + 1

の極値をすべて求めなさい. 【15点】
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